
大阪大学大学院国際公共政策研究科連携分野

グローバルリーダーシップ・プログラム規約
第　１条（目的）　大阪大学グローバルリーダーシップ・プログラム（以下では「本プログラム」）は、よりよい社会を作るための共通の思いに立脚し、公共のためのリーダーシップ教育の場を作ることによって、大阪大学大学院国際公共政策研究科連携分野を実施し、大阪大学において学問や国籍の枠を超えて改革に取り組む地球市民としてのリーダーシップを育成する。
第　２条（名称）　本プログラムは、大阪大学グローバルリーダーシップ・プログラムと称し、略称を「GLP」とする。
第　３条（所在地）事務局を大阪府豊中市待兼山町1-31大阪大学大学院国際公共政策研究科に置く。
第　４条（機関）　（１）本プログラムの最高意思決定機関として、連携組織（パートナー）、協力組織（アソシエイト）、科目担当教員及び協力教員からなるディレクターズボードを設置する。
（２）ディレクターズボードのもとに本学教職員若干名からなる執行委員会及び学生有志からなる運営委員会（以下「運営委員会」）を設置する。
（３）執行委員会は、本プログラムの企画運営全般についてディレクターズボード及び大学に対して責任を負う。
第　５条（役員など）　（１）本プログラムには、役員として代表１名、副代表若干名及び顧問若干名を置く。
（２）代表は本プログラムを代表し、副代表は代表を補佐し、顧問は本プログラムに対して助言を行う。
（３）代表は本学教職員から、副代表はディレクターズボードから、顧問はディレクターズボード及び本プログラムの協力者から、いずれもディレクターズボードにより選任する。
第　６条（任期）（１）ディレクターズボードの任期は1年とする。ただし任期終了前に異議がない場合は任期を延長するものとし、以後この例によるものとする。
（２）代表、副代表及び顧問の任期は3年とする。ただし任期終了前に異議がない場合は任期を延長するものとし、以後この例によるものとする。
第　７条（補佐機関）（１）本プログラムの教育研究を促進し、運営を補佐するために、附則の定めるところにより、適宜補佐機関を設ける。
（２）前項は学外の組織との連携に準用する。
第　８条（業務及び運営）　（１）本プログラムは、第1条の目的を達成するために、大学外の組織又は個人との連携を常にはかりつつ、外部の意見を広く取り入れてできる限り透明に、かつ、柔軟に運営するものとする。
（２）ディレクターズボードは授業年度に１回以上開催するものとする。定足数は過半数とするが、代理人又は書面による意思表示もこれに加えることができる。ディレクターズボードは、執行委員会の提案に基づき、本プログラムの企画運営方針について審議し、決定する。決定にあたっては、運営委員会の意見を聞かなければならない。
（３）執行委員会は運営委員会と協力しながら企画運営を行なうものとし、また、その業務の一部を運営委員会に委託することができる。
（４）運営委員会の構成、業務範囲及び運営は、本プログラムの趣旨に反さない限り、学生の自治に委ねられる。運営委員会は、自ら定めた業務及び執行委員会から委託された業務について執行委員会に対して責任を負い、その構成及び業務について定期的に執行委員会又はディレクターズボードに報告しなければならない。
（５）運営委員会の委員及び執行委員会が認めた者は、執行委員会及びディレクターズボードに出席し、意見を述べることができる。
第　９条（名誉顧問）（１）本プログラムの運営に貢献した者に対しては、その功績を顕彰するために、名誉顧問の称号を付与することができる。
（２）名誉顧問は終身とする。
第１０条（ロースター）本プログラムに大学外の知見を最大限に取り入れるために、依頼があれば講師となることに同意した者を講師候補者とし、講師候補者リスト（以下「ロースター」）として名前を掲げる。ロースターは、本人の同意を得たうえで、毎年度更新するものとする。
第１１条（財産）　本プログラムの財産は、第１条の目的のみに使用しなければならない。
第１２条（規約改正）この規約は、ディレクターズボードの過半数の同意をもって改正することすることができる。
附則（平成26年7月25日）
1 執行委員会の構成員は次の代表者のほか、代表者が指名した者とする。
代表者　大阪府豊中市待兼山町1-31  大阪大学大学院国際公共政策研究科研究室   野村美明
②第7条の補佐機関として、大阪大学リーダーシップ教育研究会を置く。
③第７条の補佐機関に準ずるものとして、特定非営利法人グローバルリーダーシップアソシエーションを指定し、第１条の目的を遂行するために大学を越えた市民との連携を促進する。
④　この規約は平成２２年１０月１日から適用する。
⑤　平成26年7月25日の改正は同年8月1日より適用する。
附則（平成28年3月8日）

①平成26年7月25日の附則①を、次のように改める。
平成28年4月1日より代表を星野俊也とし、副代表を野村美明とする。
②執行委員会の任期は規約第6条第2項に準ずる。
③執行委員会の構成員、任期その他運営に必要な事項は、執行委員会申し合わせにより定める。
平成28年3月8日執行委員会申し合わせ

(1) 執行委員会の構成員を、星野俊也（委員長）、中内政貴、長田真里及び野村美明とする。（平成28年4月1日適用）
平成28年10月17日執行委員会申し合わせ（案）

(1)野村美明の担当を事務局及び教育研究連携とする。
（平成28年10月17日適用）
